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2.研 究 のね ら い ・目的
本研究は、重点領域研究 「総合的地域研究の手法確立」の主要研究項 目 「地域性の形成論
理」に関連する課題 として、主 として東南アジアの植民地都市を対象として実施す るものであ
る。
本研究のね らいは、東南 アジアの植民地都市、なかんず くオランダ領東イ ン ドのバ タビァ
(現イン ドネシアの ジャカルタ)を 対象として、東南アジアの地域性の形成論理に関す るモデ
ル構築の可能性を探 ろうとするところにある。東南アジアにおける地域性の形成は、東南アジ
アの内なる世界と外来文明 との相互作用のなかで進行 した。内世界 と外文明が交わる磁場を形
成 したのは都市である。なかで も、現代東南アジアの地域性をも考察の射程に入れた場合、国
民国家形成に先立つ植民地時代の都市の研究が、きわあて重要な位置を占める。





㈲ 植民地都市の事例 としてバタビアに焦点を当て、研究組織 メンバーの関心に沿 って、
植民地都市世界を精神世界、権力構造、建築空間という三つの位相 に分 けて多角的に考
察す るとともに、植民地都市の全体的なイメージの構築を目指す。
(c)バタビアという個別事例を手懸か りとしなが ら、植民地都市を磁場 として進行 し、現
代東南 アジアにっながるような地域性の形成論理の具体像を明らかにす る。




経験を持つことと、 メンバ ーの構成が、社会学、歴史学、建築学 と、社会科学、人文科学、 自
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然科学にまたがるきわめて学際的な構成を もっことである。三つの異 る分野の研究者が、東南
アジアの植民地都市、なかんず くバ タビアという比較的限定された共通の 「場」を分かち合 い、
この 「場」での密度の濃 い知的交配をとお して東南アジアの地域性の形成論理にアプローチす
る、これが本研究の第一の特色である。
第二の特色は、東南アジア研究において これ まで比較的等閑視 されてきた植民地都市を研究
の中心に据え、内世界と外文明の交わる磁場としての都市の考察をとお して、地域性の形成論
理を考えよ うとするところにある。やや もすると東南アジアの地域性は、農村部における"伝




ての地域性であ り、固有性である。本研究では、国民国家か ら形成 され る現代東南アジアの歴
史過程に多大の影響を与えた植民地都市 にまで研究の視野を引き戻 し、植民地都市を文学、都
市行政機構、建築という異 る位相か ら照射す るとともに、植民地都市をより包括的に理解 しよ
うとす るものである。
第三に、地域性の形成論理 は時間の記録であると理解 し、歴史的なアプローチを強調す る。
それ も伝統的な歴史学の方法論に因われ ることなく、現在 「社会史」と総称されるところの、
人間の生活世界により密着可能 な歴史的アプローチを強調する。 したが って利用される資料 も、
従来の植民地文書に加えて、小説、都市行政法、地図、写真とさまざまである。こうした社会
史的取 り組みは、東南アジア研究、それ も東南アジアの都市研究において もっとも遅れている
分野であるばか りでなく、社会史的アプローチこそが、課題の 「地域性の形成論理」を考える
うえで、 もっとも有効な歴史的アプローチであると信ずる。
研究組織の全メンバーは、すでに東南アジア社会および都市を対象 とした多 くの調査 に従事
してお り、いずれ も地域研究におけるエキスパー トである。研究代表者の加藤は、これ まで京
都大学東南アジア研究センターを中心に数次にわた って行われて きた科学研究費補助金による
調査に参加 して いる。このうち、東南アジアにおける人の移動、東南アジアの都市に関する調
査としては、 「熱帯島蝿域 における人の移動 に関わる環境形成過程」、 「東南アジア型都市文
明の形成」、 「東南アジア海域世界の動態に関す る総合的研究」などがある。平成4年 度か ら
は、 「島懊部東南アジアのフロンテ ィア世界に関する動態的研究」(代 表者:加 藤剛)の 課題
の もとに、3か 年の計画でフロンテ ィア空間としての都市を考察に入れた島娯部東南アジアの
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動態的研究を推進中であ る。
本研究は、こうした海外学術調査の成果を踏 まえて準備 され、現在進行中の課題 とも密接に





研究㈲ 「中国資料 に基づ く東南アジア国家成立に関す る総合研究」(昭 和57年度)お よび海外
学術研究 「熱帯島喚域における人の移動に関わる環境形成過程」(昭 和59年度)に も参加 し、
東南アジアの都市についての洞察を深めてきた。深見の碩究成果は、島娯部東南アジアの港市
国家 シュリーヴィジャヤ、 イスラム同盟に代表 される民族運動 と植民地都市などにっいての学
術論文 として公表 されている。近年では、植民地支配の性格をより本質的に理解す るために、
都市行政を含む植民地行政機構その ものに関心 を広 げてお り、その最新の成果が論文 「ジャワ
島地方行政区画」(1991)である。
もう一人の研究分担者の泉田は建築学を専攻 し、一貫 してアジアの植民地都市の建築様式の
研究に従事 して きた。科学研究費補助金一般研究(C)「アジアの コロニアル建築に関す る研究」
(平成2～3年 度)や 「東洋建築史学史の研究」(平 成4～6年 度)に おいてアジアの植民地
建築様式に関す る理論的理解を深め るとともに、現在 申請中の海外学術研究 「アジアのコロニ
アル建築に関す る研究」、さらには平成4年 度三菱財団研究助成 「遺構 に基づ くバ タヴィア都
市形成史に関す る研究」などをとお して、 フィール ド調査に基づ く植民地都市研究にも積極的
に取 り組んでいる。 これ らの研究プロジェク トの代表者が総て泉田であることか らもわかると
お り、若手建築学者のなかで、今 もっとも精力的に東南アジアの建築様式の研究を推進 してい
る研究者である。
以上のような東南アジアの都市 に関する多 くの調査が、本研究の実施基盤 とな っている。
3.平 成5年 度 の研究 経過
上記の目的を達成するため、平成5年 度は研究組織の各メンバーによ る資料収集を遂 行する





(b)東京大学工学部 には、バタビアに関す る地図および建築関係の文献が所蔵されてお り、
その一部複写 に努力 した。
(c>今世紀初頭か らバ レ ・プスタカ(文 字 どおりには 「図書局」)に よって出版 されたイ
ンドネシア語小説の収集 も試みたが、挿絵の重要性に鑑み、初版本を探 したところ、東
京外国語大学図書館 に数冊所蔵されていたのを除き、所期の目的を遂げ ることがで きな
か った。
(c)の問題をいかに克服す るか は、来年度に課せ られた課題である。
研究会は、年度をつ うじて4回 開催 した。それぞれの総合タイ トルは、 「東南アジア海域世
界:ス ールー地域」 「植民地都市の行政 ・言語 ・政治」 「植民地都市の建築空間」 「植民地文
学の映す都市」で、毎回3人 の話題提供者を招 き、泊 り込みで行 った。研究会には、研究組織
のメンバーだけではな く、外部か らの話題提供者や出席者を募るよう努力 し、 この点では、小




場 所:京 都大学東南ア ジア研究セ ンター
植民地都市を考察する前に、東南アジアのなかで も、植民地都市の存在 しなか ったフィリ
ピンのスールー海域世界についての知見を深 め、その後の研究会のための共通のバ ックグラ
ウン ドに しようと企画された ものである。
話題提供者と トピックは以下のとおり。
門田 修(フ ォ トジャーナ リス ト)「スールー海の人々とその生活」
鶴見良行(龍谷大学)
James F. Warren 
       Sources 
      History"
"The Meaning of Landscape"
(Murdock University, 
and Opportunities for
CSEAS, Kyoto University), "Perspectives, 
the Studv of Maritime Southeast Asian
　研究会は、18世紀から現在 までのスールー海域世界を概観するもので、植民地都市 との関






植民地都市の多様な側面を議論 しようと、イ ンドネシアの都市 について2人 、 ビルマの都





いうと、確固 と整備 された制度を連想 しがちであるが、行政機構、都市で形成される言語、





植民地都市を、たんに政治や社会、経済の側面か ら考察す るのではな く、建築空間的表現
として も考えてみよ うというのが、この研究会の 目的であった。具体的には、
田原直樹(兵 庫県立人と自然の博物館)「 ジョクジャカルタの都市発展と居住空間の変
容」
泉田英雄(筑 波大学)「 植民地 におけるヨー ロッパ入居住者の住宅建築」
ヨハ ネス ・ウィ ドド(東京大学)「 オランダ植民地時代のジャワのある華人役人の自
伝」
この研究会で は、居住空間と しての植民地都市 は、決 してアモーフォスな存在で はな く、
人種によって都市の居住地がかな り明確に分かれているだけでな く、その一っ一っの建築様
式には大 きな時代の流れを反映 した変化が存在 し、それはたんに建築 というハー ドな側面だ




植民地都市の捉え方は、同一都市 に住んでいる人の間でも、当然の ことなが ら違 うであろ
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うことが想像される。この研究会では、3種 類の文学をとお して、 この ことを考えようとす
るものである。具体的には、
ウィレム ・レメリンク(日 蘭協会)「 オランダ植民地文学にみ る都市」
北野正徳(イ ンドネシア文学研究家)「 華人文学にみる植民地都市」
加藤剛(京 都大学)「 イン ドネシア文学にみる植民地都市」
この研究会で明らかにな った知見の一つは、20世紀前半のオラ ンダ領東 インドをみるか ぎ
り、オランダ人、華人、イ ンドネシア人は、同 じ植民地都市とい う空間のなかに居住 してい
なが ら、ご くわずかの例外を除いて、お互いの小説のなかには住んでいないということであ
る。っ まり、主観的に捉え られた植民地都市というのは、おそらく一っの実体 としては把握
困難 なのであろ うということである。
上記研究会以外に、研究打ち合せ会を1回 、他班との合同研究会を2回 開催 している。総 じ
て、満足のい く研究活動を遂行す ることができた。
4.研 究 の成果 とフ ロ ンテ ィア
これ に関連 した事項 は、すでに前項で述べているので、ここでは多 くを述べない。今年度の
研究で は、植民地都市の もっ多様な側面を、総花的にレビューすることがで きた。来年度の課
題 は、 これ らをどのようにまとめていくかである。




田担当分野)を 理解す るのに役立っばかりでな く、植民地都市の精神世界(加 藤担当分野)、
権力構造(深 見担当分野)を 多義的に把握す るために も、きわめて有効な資料であ りなが ら、
これまでほとんど利用 されることがなかった。
研究打ち合せ会 は、平成5年 度 と同 じ要領で年4回 開催する。この うち2回 は、重点領域の
計画研究班 「地域性の形成論理」 との合同研究会を開催 したい意向である。さらに、本研究班
の課題に関係する専門家を交えて、比較的規模の大 きな研究会を京都で開催する。
以上の2か 年の研究の成果は、r植 民地都市の社会史』 という報告書として刊行す る予定で
ある。
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の手法』弘文堂,pp.97-137,1993.
「飼育 されるエスニ シティ」矢野暢編r講 座現代の地域研究第3巻 地域研究のフロンティア』弘文堂,
pp.153-192,1993.
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r日本占領期イン ドネシア年表』(深 見純生編)イ ンドネシア史研究会,428pp.,1993,
泉田英雄
「庇下空間と連続歩廊について 東南アジアの植民地都市 と建築に関する研究 その2」 『日本建築学会
計画系論文集』(平 成6年 掲載予定)
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